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＜報道概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜開発の経緯と目的：研究成果を本人と支援者に届く形にする＞ 

これまでの徳島大学の縦断調査により、過去の症状や日常行動、社会的交流など、

さまざまな要因が、抑うつや孤独感の変化に関連することが示されました。しかし、

こうした研究成果を論文や数値で示しても、自身に関係する情報として分かりやすく

理解し、本人と支援者が具体的な振り返りや対話に活用することは容易ではありませ

んでした。そこで、研究で得られた知見を、本人や支援者が分かりやすく確認できる

形にするため、アプリを開発しました。 
 

＜何を開発したのか＞ 

東京・大阪・兵庫・福岡の成人 2,659 名を対象とする 2020～2024 年の縦断調査デー

タを用いて、抑うつ・孤独感の変化を予測し、その予測に影響した要因を説明する研

究用 AI アプリを開発しました。また、日常行動などの条件を変更した場合に、予測結

果がどのように変化するかを確認できます。 
 

＜今後どのように活用するのか＞ 

まずは研究用プロトタイプとして公開し、広く試用いただきながら、アプリの使い

やすさや説明の分かりやすさについて意見を収集します。その結果を踏まえ、外部デ

ータによる検証のあり方や、安全性・公平性・個人情報保護を含む適切な利用方法を

検討し、本人の自己理解や支援者との対話を補助するツールとしての可能性を探りま

す。 

 お問い合わせ先 

大学院社会産業理工学研究部社会総合科学域 

人間科学系心理学分野 

担当者 教授 山本 哲也 

電話番号 088-656-7617 

メールアドレス t.yamamoto[ｱｯﾄ]tokushima-u.ac.jp 

※メールを送信される場合には、[ｱｯﾄ]を@に置き換えてください。 

770-8501 

徳島市新蔵町 2 丁目 24 番地 

電話番号 088-656-7021 

https://www.tokushima-u.ac.jp /

徳島大学とフィリピン大学の研究グループは、COVID-19 流行期及びポスト

COVID-19 期における抑うつと孤独感の変化を理解するため、説明可能 AIを搭載し

たアプリ「Cocoro Lens(ココロレンズ)」を開発しました。 

本アプリは、利用者の過去の抑うつ症状（PHQ-9）や孤独感（UCLA）の評価結果

と、睡眠・運動・食生活・対人関係などの日常行動に関する情報をもとに、抑うつ

や孤独感が改善するか、悪化するかを予測します。さらに、予測結果だけでなく、

その理由や、どの行動変化が回復可能性に関係するかを分かりやすく示します。 

本研究は、日常生活のみならず、将来の感染症流行や災害などの社会的危機にお

ける早期のメンタルヘルス対策や自己理解を支援する技術としての活用が期待さ

れます。 

COVID-19 流行期及びポスト COVID-19 期の日本における 

抑うつと孤独感を理解するための説明可能 AI アプリケーションの開発 




